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 この7月29日 から8月3日 まで6日 間に亙 ってカナ







1.ウ ィ ス ラ ー の ワ ー ク シ ョ ッ プ
 サテライ トミー ティングの一つとして 計画された
「ポ リペプチ ド,蛋 白質研究の最先端とこれからの展
望」はバ ンクーバ0の 北北東約100キ ロにある リゾー ト
地,ウ ィスラー(Whistler)の 町で7月22日 から27日ま
で6日 間開かれた。本会議 は1年 以上前から綿密に計
画されたのに対 して,こ のワークショップは会場に着
いてプDグ ラムを渡されるまで中身がわか らない状態
であ ったけれ ども,そ れだけに最新のデータや問題点
が取 り上げられる利点を持ち,か な り密度の高いプロ

















場は重要な収入源であり,ま た日本の資本 も入 って,
ウイスラーは日本人の多 く訪れる所であることを知 り
時代の移り代わりを痛感 した。8年 前,ア メリカの有
名なスキー場であるアスペンで一夏過 した事があるが,
そこと比べて遜色ないスキー場であって ここに遙か日





周 りにはホテル群,会 議の為にあるコンベ ンションホ
ール等都市 に見 られる施設は揃 っているが,一 旦,街
か ら出ればもはや自然 しかない。森林,湖,さ らに山
にゴンドラ,リ ワ トによって登ればスキー場が開ける。
だか ら,夏 は自転車によるサイク リング,ジ ョギ ング,
散歩,湖 での泳ぎ,ウ インドサーフィン,さ らにはゴ
ルフ等のすべてのものが揃っているようで リゾー トの
展型である。ホテルには温水 プールもあ り,ジ ャカジ
という泡風呂もあって至れり尽 くせりの設備であった。
丁度夏祭 りで賑わいをみせていたが,色 とりどりの衣
装は日本では見 られない風景で,周 りの自然 と対照的
であったし,や はり外国に来 たとの印象を強 く受けた。
 会議は朝の8時 半から夜の10時 頃まで行われ,別 に
遊ぶところもな し,会 も形式ばらず皆気楽に話すため
か,予 定の時間以上かけてゆ っくり講演 していた。そ





トリッヒ(Wuetlich)の 話は彼 がノーベル 賞に近いと
いう噂通りホメオボックス蛋 白の構造を示すなど興味























































































































































































































































































(AGO=Art Gallary of Ontario)と博物館 (ROM=
Royal Ontario Musiurn)を訪れる乙とが出来た。美術
館では，ムーアの作品が幾つも並べられている広い部
屋と，森林の紅葉，雪を戴く山々，谷間の流れなどの
特徴なカナダの自然を画いた7人の画家グループの作
品が揃えてあったことが印象的であった。一方，博物
館はエジプト，中国等で発掘された古代の物や諸種の
収集品が展示されており，中に老荘派が画いた壁画が
展覧されているのには驚いた。これまで，仏画は多く
見たけれども，しゃくをもったタオの人像は始めてで
あった。カナダはまた恐竜や昔の古生物の宝庫であり，
いわゆる古生物学の盛んなと乙ろである。博物館には
これら発掘された種々の恐竜が展示されていた。
カナダを西から東まで駆け歩いたわけであるが，産
業の発展は未だしの感があった。しかし，天然資源が
豊富な乙とはとれからの世には一番の武器である。例
えば，電気は人の住まない所で発電しアメリカに売っ
ていて価格も安いとのととである。物価は特別安いと
は思わなかったが，日本に比べればずっと安く，観光
はまあまあ妥当な値段で出来ると思う。またの機会を
楽しみにしよう。
